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丸
山
文
庫
報
告丸山
文
庫
所
蔵
資
料
の
公
開
と
利
用
状
況
（
二
〇
一
九
年
）
山
辺
春
彦
・
渡
辺
浩
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
整
理
・
公
開
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
ま
で
の
作
業
の
概
要
を
、『
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
附
置
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
創
刊
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
の
各
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
二
〇
一
九
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
資
料
公
開
と
利
用
状
況
を
記
し
ま
す
。
Ⅰ
資
料
の
公
開
二
〇
一
九
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
草
稿
類
資
料
約
七
〇
〇
点
の
調
査
・
整
理
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
丸
山
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
http://m
aruyam
abunko.tw
cu.ac.jp/
archives）
に
情
報
を
反
映
さ
せ
ま
し
た
。
Ⅱ
利
用
状
況
①
資
料
の
閲
覧
・
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
九
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
間
に
、
の
べ
八
名
の
方
が
東
京
女
子
大
学
図
書
館
へ
丸
山
文
庫
資
料
の
閲
覧
・
調
査
に
訪
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
、
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
に
は
一
四
四
八
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
二
七
六
一
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
②
丸
山
文
庫
の
見
学
こ
の
間
、
一
一
名
の
方
が
丸
山
文
庫
開
架
書
架
も
し
く
は
企
画
展
「〈
お
し
ゃ
べ
り
〉
か
ら
は
じ
ま
る
民
主
主
義
」
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
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Ⅲ
資
料
の
受
け
入
れ
二
〇
一
九
年
、
丸
山
文
庫
へ
以
下
の
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
・
家
永
真
幸
氏
（
本
学
准
教
授
）
よ
り
、
家
永
三
郎
氏
旧
蔵
丸
山
眞
男
関
係
資
料
・
丸
山
彰
氏
よ
り
、
丸
山
眞
男
ほ
か
肖
像
写
真
資
料
（
す
べ
て
画
像
デ
ー
タ
）
Ⅳ
立
命
館
大
学
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
協
定
二
〇
一
七
年
度
に
締
結
し
た
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
と
立
命
館
大
学
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
学
術
協
力
協
定
の
も
と
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
ま
で
に
以
下
の
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
・
企
画
展
「〈
お
し
ゃ
べ
り
〉
か
ら
は
じ
ま
る
民
主
主
義
」
の
開
催
・
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
T
w
itter等
で
の
広
報
・
宣
伝
Ⅴ
そ
の
他
・
二
〇
一
九
年
九
月
二
五
日
か
ら
二
〇
二
〇
年
一
月
二
九
日
ま
で
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
と
の
共
催
で
二
〇
一
九
年
度「
東
女
生
が
親
し
む
丸
山
眞
男
展
」（
企
画
展
「〈
お
し
ゃ
べ
り
〉
か
ら
は
じ
ま
る
民
主
主
義
」）
を
開
催
し
ま
し
た
。
・
公
式
T
w
itterア
カ
ウ
ン
ト
に
て
、
事
業
や
資
料
な
ど
の
情
報
公
開
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
末
時
点
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
四
五
七
と
な
っ
て
い
ま
す
。
― 4 ―
